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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期累計期間（平成26年３月１日～平成26年５月31日）におけるわが国経済は、企業収益や所得環境の

改善傾向が見られ、景気は緩やかな回復基調にあります。また、個人消費については、消費税率の引き上げに伴う

駆け込み需要が生じたものの、その後の消費の動向は不透明な状況にあります。 

 当業界におきましては、ショッピングの取扱高は、消費税率の引き上げに伴う駆け込み需要とその後の反動減が

見られたものの、堅調に推移しております。一方で、金融商品は残高の減少幅は鈍化しつつありますが、引き続き

厳しい状況が継続しております。 

 このような状況において、当第１四半期累計期間の業績は次のとおりであります。 

 

①カード事業 

（ア）包括信用購入あっせん 

  取扱高は、消費税率の引き上げに伴う駆け込み需要に加え、グループ営業企画の実施や、公共料金等の日常決

済の推進により好調に推移いたしました。また、請求単価の増加やカード稼働率の向上により、営業収益も増加

いたしました。 

  この結果、取扱高は152,131百万円（前年同期比12.1％増）、営業収益は3,118百万円（前年同期比8.6％増）

となりました。 

 

（イ）融資 

  取扱高は、貸金業法改正の影響により、3,799百万円（前年同期比2.4％減）と、引き続き厳しい状況で推移い

たしました。営業貸付金残高は、前事業年度末に比べ、0.1％減、７百万円減少し、13,522百万円となりまし

た。 

 この結果、営業収益は597百万円（前年同期比13.2％減）となりました。 

 

（ウ）電子マネー 

  電子マネーの取扱高は17,816百万円と堅調に推移し、カード発行手数料等を合わせた電子マネーの営業収益は

202百万円となりました。 

 

（エ）保険代理業 

  クレジットカード会員向け通販保険では、テレマーケティングに加え対面販売の強化により堅調に推移し、営

業収益は131百万円（前年同期比1.9％増）となりました。 

 

 その他の営業収益をあわせ、カード事業の営業収益は合計で4,264百万円（前年同期比8.6％増）となりました。 

 

 営業費用につきましては、包括信用購入あっせんおよび電子マネーの取扱高の増加に伴うポイント費用の増加や

貸倒関連費用の増加により、3,674百万円（前年同期比13.2％増）となりました。 

 以上の結果、カード事業の営業利益は590百万円（前年同期比13.5％減）となりました。 

 

②保険リース事業 

（ア）保険代理業 

     損害保険が堅調に推移し、営業収益は282百万円（前年同期比1.8％増）となりました。

 

    その他車両リース等の収益を合わせ、保険リース事業の営業収益は合計で326百万円（前年同期比2.8％増）とな

り、営業利益は72百万円（前年同期比17.6％増）となりました。

 

   以上の結果、当社の取扱高は173,746百万円（前年同期比24.0％増）、営業収益は4,591百万円（前年同期比8.1％

増）、営業利益は662百万円（前年同期比10.9％減）、経常利益は664百万円（前年同期比10.8％減）、四半期純利益

は334百万円（前年同期比26.5％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

 資産の部におきましては、主に包括信用購入あっせん取扱高の増加による割賦売掛金の増加および電子マネーの

預け金が増加いたしました。この結果、資産合計は129,808百万円となり、前事業年度末に比べ、2.1％増、2,719

百万円増加しております。

 負債の部におきましては、主に包括信用購入あっせん取扱高の増加により買掛金が増加するとともに、ポイント

引当金が増加し、負債合計は108,853百万円となり、前事業年度末に比べ、2.6％増、2,761百万円増加しておりま

す。

 純資産の部におきましては、四半期純利益により334百万円増加したものの、配当金の支払により376百万円減少

し、純資産合計は20,955百万円となり、前事業年度末に比べ、0.2％減、41百万円減少しております。 

 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年２月期の業績予想は、概ね計画通りに推移しており、平成26年４月７日に発表いたしました見通しから

変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円）  

 
前事業年度 

(平成26年２月28日) 
当第１四半期会計期間 
(平成26年５月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,585,962 966,079 

割賦売掛金 84,766,844 86,747,754 

営業貸付金 13,949,986 13,934,647 

預け金 6,295,846 8,289,641 

未収収益 1,202,784 1,336,179 

未収入金 12,922,225 11,560,359 

その他 2,709,708 3,162,586 

貸倒引当金 △1,470,000 △1,401,000 

流動資産合計 121,963,357 124,596,247 

固定資産    

有形固定資産 1,756,877 1,819,699 

無形固定資産 2,253,225 2,266,151 

投資その他の資産    

投資その他の資産 1,172,168 1,195,937 

貸倒引当金 △56,813 △69,341 

投資その他の資産合計 1,115,354 1,126,595 

固定資産合計 5,125,457 5,212,446 

資産合計 127,088,814 129,808,693 

負債の部    

流動負債    

買掛金 41,924,384 46,825,848 

短期借入金 42,337,825 40,009,024 

1年内返済予定の長期借入金 6,000,000 6,150,000 

役員賞与引当金 22,437 - 

賞与引当金 156,000 123,000 

ポイント引当金 1,457,000 2,131,000 

その他 4,535,283 4,044,367 

流動負債合計 96,432,929 99,283,239 

固定負債    

長期借入金 7,750,000 7,600,000 

利息返還損失引当金 1,832,000 1,899,000 

その他 76,908 71,093 

固定負債合計 9,658,908 9,570,093 

負債合計 106,091,838 108,853,333 
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    （単位：千円）  

 
前事業年度 

(平成26年２月28日) 
当第１四半期会計期間 
(平成26年５月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,610,890 1,610,890 

資本剰余金 2,001,890 2,001,890 

利益剰余金 17,380,748 17,339,206 

自己株式 △45 △45 

株主資本合計 20,993,483 20,951,941 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 3,492 3,418 

評価・換算差額等合計 3,492 3,418 

純資産合計 20,996,976 20,955,360 

負債純資産合計 127,088,814 129,808,693 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成25年３月１日 

 至 平成25年５月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成26年５月31日) 

営業収益    

包括信用購入あっせん収益 2,872,277 3,118,907 

融資収益 692,172 600,596 

保険代理業収益 407,030 414,488 

その他の収益 274,239 457,043 

金融収益 0 0 

営業収益合計 4,245,718 4,591,036 

営業費用    

販売費及び一般管理費 3,383,675 3,858,661 

金融費用 118,771 70,146 

営業費用合計 3,502,447 3,928,808 

営業利益 743,271 662,227 

営業外収益    

雑収入 1,470 4,570 

営業外収益合計 1,470 4,570 

営業外費用    

雑損失 3 2,598 

営業外費用合計 3 2,598 

経常利益 744,738 664,198 

特別損失    

固定資産除却損 6,962 5,387 

特別損失合計 6,962 5,387 

税引前四半期純利益 737,776 658,810 

法人税、住民税及び事業税 770,711 813,905 

法人税等調整額 △487,930 △489,704 

法人税等合計 282,781 324,201 

四半期純利益 454,994 334,609 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 平成25年３月１日 至 平成25年５月31日） 

１．報告セグメントごとの営業収益および利益の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

  カード事業 保険リース事業 

営業収益 3,928,210 317,508 4,245,718 

セグメント利益 681,864 61,407 743,271 

 （注）セグメント利益の合計は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額および当該差額の主な内容（差異調

整に関する事項）

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

  該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 平成26年３月１日 至 平成26年５月31日） 

１．報告セグメントごとの営業収益および利益の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

  カード事業 保険リース事業 

営業収益 4,264,721 326,314 4,591,036 

セグメント利益 590,000 72,226 662,227 

 （注）セグメント利益の合計は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額および当該差額の主な内容（差異調

整に関する事項）

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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